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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

❶ 応募理由 　❷ 議会の感想 　❸ 大町市の好きなところ

議会モニター紹介
令和８年度

北原  理江 さん

❶　職場で議会の話を聞く機会があり、自身でも一度議会傍聴に
参加してみたいと思ったことがきっかけです。

❷　敷居が高い場所、近づき難いとの思い込みがありましたが実際
にはとても身近で親しみやすいかもしれません。

❸　自然が近い、温泉が近い、水がきれい、公園がきれい、北アル
プスの眺めが素晴らしい、カッコウの鳴き声が響くところ。

梨本  純洋 さん

❶　住んでいるまちの、課題を少しでも知りたくて。
❷　本会議を何度か傍聴しました。広報誌などでは伝わりきれない、

行政・議員の姿勢を近くで見ることで、傍聴の重要性を再確
認できました。議会に参加している人たちに年齢・性別に偏り
があると感じました。

❸　自然が豊富で郷土の歴史を学べる環境があるところ。

鍛冶 あずさ さん

❶　なかなか携わらない分野だったので、子育て世代として、議員
さんに伝えられることもあればと思って参加しました。

❷　堅いイメージだったけど、思っていたより、意見の言いやすい
雰囲気でした。

❸　春夏秋冬、四季折々の景色が見られるところ。環境的に過ごし
やすいところ。

中山  慶 さん

❶　議会の役割や実態を自分の目で確かめ、市民の立場から理解
を深めたいと考え応募しました。

❷　全体として丁寧に進行されていたが、予定調和の印象があり、
もう少し踏み込んだ議論があると良いと感じた。

❸　自然や落ち着いた生活環境が魅力であり、今後さらに活用の余
地があると感じる。

中村  大地 さん

❶　自分の住む市の政治に興味があった。議会が何をしているか知
りたかった。

❷　議員がそれぞれまちのことについて熱心に発言していることが
印象に残ったが、専門的な話などについては市民がわかるよう
喋ってもらえれば有難いと思った。

❸　暮らしやすさ。息抜きに湖にいけたり、山にもいけたりする。
友人とのつながりも理由。

安部  聡子 さん

❶　議会の活動について知らないことが多かったのでモニターを通
じて市政を学び、子育て世代の市民の一員として意見をお伝
えできればと思いました。

❷　議会モニターになって最初に議員定数、報酬等について意見を
求められた際は十分な知識がなく戸惑いました。しかし、この
経験を通じて議会や市政について学ぶ必要性を感じました。

❸　北アルプスの雄大な景観が何より好きです。買い物にいくだけ
でも山に見惚れています。

太田サンドラー  采七 さん

❶　初めての出産・育児のタイミングで大町に移住、市政や制度へ
の関心が高まったことがきっかけ。

❷　多くの議員の方が一般質問されていて、議会の意義を感じま
す。紙を読み上げるだけの市の回答も多く、事前すり合わせ済
の内容だけでない活発な協議があるといいですね。

❸　空気の綺麗さ・水の冷たさ・野菜の美味しさ・人の優しさ・自
然の色濃さ、全部好きです！

大崎  美絵 さん

❶　今まで選挙などには行くようにしていたが、政治に自ら興味が
向くわけではなかった。議会モニターを通して、もう一歩踏み
込んだ政治への参加をしてみたかった。

❷　行政用語が多いので、もう少し分かりやすい言い換えがあると
市民がイメージして聞きやすいのではないかと思った。

❸　市内で「食べ物」や「本」や「景色」、「体験」などが完結でき
る。面白い試みをしている方がたくさん居る。自分のやりたい
こと(イベント)などが実現できる。

原田  里枝 さん

❶　昨年、議員さんと関わることがあり興味を持ったから。
❷　本会議を後日視聴できるのがよかった。質問や前置きが長いと

感じる事があったので、もっと簡潔な方がいいと思いました。
❸　季節ごとのいろいろなアクティビティが楽しめる、のんびりし

た良い所です。

新たな広聴活動への挑戦「議会モニター制度」。
市議会だよりは、市民に伝わるものになっているのか、市民の意見は議
会で反映されているのか等々、当市の未来を担う45歳以下の若い世代
９名の方から率直なご意見をいただき、議会活動に活かしてまいります。
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

個人質問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

６
月
定
例
会

住民同士が集まり、学び、交流できる場を
どう守るのかが重要

限られた財源で、すべての地区に平等な行政
サービスは厳しい

市民は業者などに忖度しない、真の真相究明
を求めている

東小６年生の木舟城登城体験

Ｑ　
公
民
館
の
役
割
や
存
在
意
義
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
か
。

Ａ　
公
民
館
は
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ

り
、
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
支
え
る
重
要
な
施
設

と
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
民
サ
ー
ク
ル
活
動
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
か
。

Ａ　
人
と
の
つ
な
が
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
の
場
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
や
高
齢

者
の
孤
立
防
止
に
つ
な
が
る
と
評
価

し
て
い
る
。

Ｑ　
公
民
館
活
動
と
市
民
サ
ー
ク

ル
活
動
を
ど
う
区
別
し
て
い
る
か
。

Ａ　
公
民
館
活
動
は
行
政
が
学
習

機
会
を
提
供
す
る
活
動
、
市
民
サ
ー

ク
ル
は
市
民
が
自
主
的
に
運
営
す
る

活
動
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
使
用
料
負
担
増
は
ど
の
よ
う

Ｑ　
市
長
が
抱
え
る
施
策
に
対
し
て
、

市
民
か
ら
の
厳
し
い
反
対
運
動
に
、
ど
う

対
応
し
て
き
た
か
。
判
断
材
料
の
一
つ
で

あ
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
考
え
は
。

Ａ　
施
策
に
お
け
る
様
々
な
反
対
運
動

に
対
し
、
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
し
、

加
え
て
市
民
を
代
表
す
る
議
会
と
真
摯
な

議
論
を
通
し
て
、
行
政
が
進
め
る
施
策
へ

の
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
大
事
に
し

て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
関
し
て
は

市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題
を
把
握
す
る

の
は
参
考
に
な
る
。
し
か
し
、
最
適
解
を

求
め
る
手
法
と
し
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
意

見
を
求
め
、
そ
の
中
か
ら
、
解
決
の
糸
口

を
見
つ
け
出
す
丹
念
な
方
法
が
、
適
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ　
厳
し
い
財
政
と
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
の
両
立
は
出
来
る
の
か
。
受
益
者

Ｑ　
大
町
市
官
製
談
合
事
件
等
対
策
委

員
会（
以
下
、
委
員
会
）は
４
月
「
大
町
市

発
注
工
事
に
係
る
官
製
談
合
等
の
原
因

分
析
及
び
再
発
防
止
に
関
す
る
報
告
書

（
以
下
、
報
告
書
）」
を
市
長
に
提
出
し
た
。

こ
の
報
告
の
な
か
で
「
公
判
に
お
い
て
事

業
者
Ｂ
は
、
30
～
40
年
前
か
ら
公
共
工
事

の
落
札
業
者
を
事
前
に
決
め
る
こ
と
が
慣

例
で
あ
る
こ
と
、
談
合
の
仕
切
り
役
の
存

在
に
よ
り
、
本
件
工
事
の
事
前
調
整
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、

10
年
前
よ
り
市
職
員
か
ら
予
定
価
格
の
教

示
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
た
」
と
供
述
し

た
と
報
告
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
検
討
委
員
会
で
は
事
業
者

の
調
査
を
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
の
事
業
者
し
か

調
査
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
、
説
明

を
求
め
る
。

Ａ　
今
回
の
調
査
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
の

Ｑ　
20
年
間
続
け
て
き
た
「
ひ
と
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
目
指
す
も
の
は

何
か
。

Ａ　
市
民
の
や
る
気
と
熱
意
を
後
押
し

し
、
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　
補
助
し
た
団
体
の
数
を
事
業
の
成

果
と
し
て
い
る
が
違
和
感
は
な
い
の
か
。

Ａ　
確
か
に
違
和
感
は
あ
る
。
こ
の
事

業
の
成
果
は
、
地
域
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
だ
。
事
業
評
価
は
見
直
す
必
要

が
あ
る
。

Ｑ　
20
年
間
の
事
業
成
果
を
足
跡
と
し

て
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
活
動
状
況
を

公
表
し
た
い
。

Ｑ　
20
年
間
の
市
民
の
努
力
と
成
果
を

記
録
と
し
て
残
す
こ
と
は
、
次
の
世
代
の

市
民
活
動
の
教
科
書
に
な
る
と
考
え
る
が
、

な
影
響
が
あ
る
か
。

Ａ　
活
動
回
数
の
減
少
や
会
費
の
値
上

げ
、
活
動
継
続
の
断
念
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
高
齢
者
や
若
者
へ
の
影
響
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
高
齢
者
の
参
加
減
少
や
交
流
機
会

の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
若
年
層
の

利
用
促
進
も
課
題
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
使
用
料
見
直
し
を
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

Ａ　
市
民
や
関
係
審
議
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
減
免
制
度
を
含
め
慎
重
に
検
討
す

る
。

負
担
金
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
如
何
に
。

Ａ　
限
ら
れ
た
財
源
を
持
続
的
安
定
的

に
活
用
し
て
い
く
た
め
、
真
に
必
要
な
施

策
を
見
極
め
、
世
代
間
の
公
平
性
に
配
慮

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
人
口
が
減
少
し

て
い
く
中
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
お
い
て
も
、
費
用
対
効
果
や
利

用
実
態
を
十
分
検
証
し
、
徹
底
し
た
見
直

し
や
整
理
統
合
を
進
め
る
。
受
益
者
負
担

金
に
対
し
て
も
直
接
便
益
を
受
け
る
方
に
、

経
費
の
一
部
を
受
益
に
応
じ
適
正
な
水
準

で
の
ご
負
担
を
お
願
い
し
た
い
。

入
札
に
参
加
し
た
事
業
者
に
行
っ
た
。
理

由
は
裁
判
の
公
判
で
の
陳
述
証
拠
や
被
告

業
者
が
、
電
気
設
備
業
務
や
業
種
は
述
べ

て
い
た
の
で
、
そ
の
対
象
に
絞
っ
た
。

　
裁
判
で
、
30
年
、
40
年
前
、
又
は
10
年

前
と
い
う
の
が
、
電
気
設
備
の
こ
と
な
の

か
、
他
の
業
種
も
含
め
て
の
こ
と
な
の
か

は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
明
確
で
な
い

以
上
、
私
ど
も
と
し
て
は
、
疑
い
を
も
っ

て
調
査
す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
る
。

　
今
回
は
、
裁
判
の
証
拠
陳
述
で
明
ら
か

に
な
っ
た
も
の
で
、
検
察
も
承
知
済
み
で

あ
り
、
承
知
の
う
え
で
何
も
罪
を
問
わ
れ

て
い
な
い
状
況
な
の
で
調
査
は
行
わ
な
い
。

市
長
の
思
い
は
。

Ａ　
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
活

動
が
地
域
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
も
た
ら

し
た
か
、
地
域
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
の

か
20
年
間
の
成
果
を
記
録
と
し
て
残
す
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
高

の
お
手
本
の
一
つ
に
な
る
。

Ｑ　
市
民
参
加
と
協
働
の
考
え
方
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
る
が

市
長
は
ど
う
思
う
か
。

Ａ　
市
民
参
加
と
協
働
の
考
え
方
は
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
行
政
運
営
の
基
本

原
則
と
し
て
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
栗く
り
ば
や
し林

　
陽よ
う

一い
ち

政
友
ク
ラ
ブ
　
二に
じ
ょ
う條

　
孝た
か
夫お

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お
和わ

　
幸よ
し
久ひ
さ

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か

牧ま
き

　
盛も
り

登と

地
域
を
支
え
る
学
び
と
交
流

牛
越
市
政
20
年
間
の
か
じ
取
り
を
問
う

官
製
談
合
事
件
・
取
り
組
み
経
過
は

残
す
べ
き
だ
20
年
間
の
足
跡
を
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、

代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

６
月
定
例
会

さまざまな訓練を通じて住民同士が助け合い、
命を守る為の支援を

観光地として選ばれるよう環境や受け入れ態
勢を育てる観光施策を

アウトドア用品など日常から使用できるもの
なら楽しく備蓄できる

車があふれている繁忙期の大町公園駐車場

情
報
の
伝
え
方
や
市
職
員
の

防
災
教
育
と
訓
練
の
必
要
性

Ｑ　
昨
年
と
同
日
に
発
生
し
た
震
度
５

強
の
地
震
の
際
の
災
害
対
応
と
組
織
体
制

は
機
能
し
て
い
た
の
か
。

Ａ　
昨
年
の
地
震
を
教
訓
に
職
員
研
修

等
を
実
施
し
た
。
様
々
な
想
定
を
し
災
害

対
応
の
強
化
を
進
め
た
い
。
ま
た
、
初
期

の
市
民
へ
の
情
報
発
信
漏
れ
は
、
検
証
済

み
で
あ
り
、
庁
内
連
携
の
強
化
を
確
認
し

た
。
防
災
無
線
の
問
題
点
は
、
提
案
さ
れ

た
大
町
市
の
ア
プ
リ
の
活
用
も
検
討
し
複

数
の
手
段
で
の
情
報
発
信
等
を
進
め
た
い
。

こ
ど
も
支
援
や
共
助
の
為
の

避
難
所
運
営
へ
の
取
組
み
を

Ｑ　
長
期
避
難
の
際
、
教
育
基
本
法
等

に
基
づ
く
子
供
達
へ
の
就
学
支
援
や
、
置

き
去
り
に
さ
れ
が
ち
な
子
供
の
人
権
に
関

Ｑ　
ま
た
来
た
く
な
る
大
町
へ
観
光
振

興
計
画
の
目
指
す
姿
は
。

Ａ　
「
行
き
た
く
な
る　
住
み
た
く
な

る　
信
濃
大
町
」
を
市
の
将
来
像
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
目
指
す
姿
の
実
現
に
は
行

政
の
取
組
み
だ
け
で
な
く
、
市
内
事
業
者

や
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に

取
組
み
、
市
は
そ
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
連
携
し
て
観
光
振
興
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

Ｑ　
観
光
を
育
て
る
観
点
が
必
要
で
は
。

Ａ　
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
見
せ
方
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
そ
の
も
の
の
魅
力
を
磨

き
上
げ
、
観
光
地
と
し
て
の
満
足
度
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
だ
。
地
域
全
体
で
観
光

地
を
育
て
て
い
く
気
運
の
醸
成
に
繋
が
る

よ
う
、
積
極
的
な
支
援
に
努
め
る
。

Ｑ　
民
間
が
主
役
と
な
る
観
光
を
ど
の

よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

Ａ　
民
間
に
は
地
域
資
源
を
生
か
し
た

Ｑ　
※
２
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
防
災
対

策
を
も
っ
と
市
民
に
広
報
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と
は
、
普

段
使
っ
て
い
る
も
の
な
ど
を
災
害
時
に
も

役
立
て
る
概
念
で
あ
る
。
市
民
の
防
災
意

識
を
高
め
る
上
で
大
変
有
効
だ
。
市
内
の

ス
ー
パ
ー
等
と
連
携
し
、
日
常
の
買
い
物

が
そ
の
ま
ま
防
災
に
つ
な
が
る
、
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
報
し
て
い
く
。

Ｑ　
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
専
用
避
難
所

を
整
備
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
ぜ

ひ
大
町
市
で
も
整
備
で
き
な
い
か
。

Ａ　
災
害
時
の
妊
産
婦
・
乳
幼
児
の
心

身
の
ケ
ア
や
衛
生
面
で
重
要
・
不
可
欠
だ
。

専
用
の
避
難
所
確
保
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
災
害
時
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
が

直
接
、
福
祉
避
難
所
に
避
難
す
る
「
直
接

避
難
」
を
進
め
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

ぜ
ひ
大
町
市
で
も
導
入
を
。

Ａ　
要
配
慮
者
が
福
祉
避
難
所
へ
直
接

Ｑ　
東
山
観
光
エ
リ
ア
は
、
宝
か
、
お

荷
物
か
。

Ａ　
宝
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
大
町
公
園
駐
車
場
の
問
題
点
は
。

Ａ　
車
両
の
通
路
幅
が
狭
い
こ
と
、
特

定
の
時
期
や
時
間
帯
で
駐
車
可
能
台
数
を

超
え
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　
そ
の
問
題
を
改
善
す
る
、
話
し
合

い
は
お
こ
な
わ
れ
た
の
か
。

Ａ　
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、
改
善

に
つ
い
て
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
利
用

者
が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
維
持

管
理
に
努
め
る
。

Ｑ　
山
岳
博
物
館
整
備
構
想
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　
多
額
の
事
業
費
が
か
か
る
た
め
、

実
現
可
能
な
構
想
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　
い
つ
ま
で
に
、
新
し
い
整
備
構
想

は
で
き
あ
が
る
の
か
。

Ａ　
来
年
度
中
に
は
、
再
考
し
た
整
備

す
る
今
後
の
取
組
み
は
。

Ａ　
現
在
迄
に
具
体
的
な
体
制
等
の
整

備
は
な
い
。
災
害
時
で
の
保
育
士
の
巡
回

や
認
定
こ
ど
も
園
・
保
護
者
等
と
も
連
携

し
、
子
供
の
権
利
擁
護
も
重
視
し
た
市
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
を
進
め
た
い
。

Ｑ　
こ
ど
も
支
援
へ
の
理
解
は
避
難
時

の
生
活
環
境
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。

避
難
所
運
営
に
関
わ
る
自
治
会
等
に
も
研

修
会
等
で
の
働
き
掛
け
も
必
要
だ
が
。

Ａ　
実
践
型
の
訓
練
等
を
避
難
所
に
関

わ
る
近
隣
自
治
会
同
士
が
連
携
し
て
行
う

共
助
の
為
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
た
い
。

魅
力
あ
る
商
品
造
成
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
観
光
振
興
の
最
前
線
を
担
っ
て
い
た

だ
き
、
行
政
は
地
域
全
体
の
長
期
的
な
戦

略
の
立
案
や
広
域
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
。

Ｑ　
観
光
の
評
価
に
「
質
」
を
取
り
入

れ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
入
込
客
数
な
ど
の
「
量
」
だ
け
で

な
く
満
足
度
や
再
訪
意
向
、
滞
在
時
間
等

の
「
質
」
の
評
価
も
必
要
と
考
え
、
市
観

光
振
興
計
画
の
将
来
像
「
行
き
た
く
な
る

住
み
た
く
な
る　
信
濃
大
町
」
の
実
現
に

努
め
る
。

避
難
す
る
こ
と
で
心
身
の
負
担
軽
減
や
安

全
な
避
難
生
活
の
確
保
も
期
待
で
き
る
。

直
接
避
難
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
福
祉

避
難
所
管
理
者
や
福
祉
課
と
協
議
す
る
。

子
ど
も
自
殺
対
策
の
強
化
を

Ｑ　
昨
年
の
全
国
の
子
ど
も
の
自
殺
者

数
が
過
去
最
多
の
５
３
８
人
と
な
っ
た
。

学
校
、
医
療
機
関
、
児
童
相
談
所
、
専
門

家
等
に
よ
る
協
議
会
の
設
置
を
提
言
す
る
。

Ａ　
市
の
自
殺
対
策
の
た
め
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
こ
の
※
３
「
協

議
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

構
想
案
を
示
す
。

Ｑ　
付
属
園
の
何
も
飼
わ
れ
て
い
な
い

動
物
飼
育
小
屋
は
残
す
の
か
。

Ａ　
解
体
撤
去
が
望
ま
し
い
。

Ｑ　
受
益
者
か
ら
の
負
担
を
求
め
る
前

に
、
行
政
も
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
、

※
１
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入
す
る
考

え
は
。

Ａ　
今
年
度
中
に
導
入
す
る
。

Ｑ　
東
山
観
光
エ
リ
ア
全
体
の
大
き
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
こ
と
は
で
き
る
か
。

Ａ　
各
課
と
連
携
し
、
実
行
で
き
る
整

備
計
画
を
描
く
必
要
が
あ
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
西に
し

澤ざ
わ

　
和た
か

保ほ

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま

本も
と

み
ゆ
き

太お
お
田た

　
昭し
ょ
う
じ司

市
民
ク
ラ
ブ
　
小お

澤ざ
わ

　
悟さ
と
る

　　　　　
※２　フェーズフリーの防災：キャンプ用品、缶詰、ペットボトルなど普段使っているものを災害時に役立てる考え方
※３　子どもの自殺対策の協議会：学校・医療機関・児童相談所・警察・民間団体等が連携し、子どもの自殺防止や
　　　　　　　　　　　　　　　　支援策等を協議するもの

用語解説※

観
光
地
と
し
て
質
を
高
め
て
い
く
に
は

災
害
時
の
組
織
体
制
と
こ
ど
も
支
援
は

震
度
５
強
を
機
に
防
災
意
識
強
化
を

魅
力
を
磨
い
て
、選
ば
れ
る
観
光
へ

　　　　　
※１　ネーミングライツ：施設への命名権
用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
報
告
と
審
議
結
果

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
般
質
問

６
月
定
例
会

八坂の切久保地区、平沢湧水からの隧道入口
（全長432ｍ）

住環境悪化の原因の１つに住宅型宿泊施設の
急増が挙げられる

子育て世代と地域農家の交流等を
相談機会とする、新たな取り組み

10年後には人口減少により様々な市民負担が
増える

Ｑ　
中
山
間
地
域
で
水
田
を
耕
作
す
る

方
か
ら
、
水
源
の
湧
水
が
減
少
し
て
い
る

と
話
を
聞
い
た
。
市
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し

て
い
る
井
戸
の
水
位
変
化
は
ど
う
か
。

Ａ　
２
か
所
の
井
戸
で
水
位
観
測
を
し

て
い
る
が
、
10
年
前
に
比
べ
る
と
10
ｍ
低

下
し
て
い
る
。

Ｑ　
市
内
で
水
販
売
を
目
的
に
揚
水
し

て
い
る
企
業
に
よ
る
影
響
は
な
い
か
。　

Ａ　
地
下
水
量
は
、
降
水
や
積
雪
な
ど

自
然
環
境
に
影
響
さ
れ
る
。
年
間
降
水
量

の
変
化
は
な
い
が
、
高
山
帯
へ
の
積
雪
量

減
少
で
、
地
下
へ
の
浸
透
が
減
少
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ　
地
下
水
を
販
売
目
的
で
揚
水
す
る

企
業
に
揚
水
量
の
報
告
を
求
め
る
べ
き
。

Ａ　
北
ア
ル
プ
ス
地
域
地
下
水
保
全
協

議
会
で
５
年
毎
に
調
査
し
て
い
る
。
本
年

が
そ
の
年
に
当
た
り
公
開
す
る
予
定
。

Ｑ　
白
馬
村
で
は
地
価
高
騰
や
住
環
境

の
悪
化
で
日
本
人
の
離
村
が
続
く
。
当
市

で
も
影
響
が
出
る
前
に
対
策
が
必
要
で
は
。

Ａ　
問
題
意
識
は
共
有
す
る
。
軽
井
沢

町
の
先
進
事
例
等
に
学
び
、
住
民
の
住
環

境
を
守
る
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
研
究
す
る
。

Ｑ　
住
宅
地
に
無
秩
序
に
増
え
る
遠
隔

オ
ー
ナ
ー
の
一
棟
貸
し
宿
泊
施
設
は
、
騒

音
や
ゴ
ミ
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
態
は
。

Ａ　
旅
館
業
の
許
可
数
は
把
握
し
て
い

る
が
、
住
宅
型
宿
泊
施
設
の
正
確
な
戸
数

は
保
健
所
所
管
の
た
め
把
握
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
県
・
保
健
所
と
の
申
請
段
階
で
の

情
報
連
携
の
現
状
と
、
そ
の
課
題
は
何
か
。

Ａ　
現
在
は
事
前
共
有
の
仕
組
み
が
な

い
た
め
実
態
把
握
が
困
難
な
の
が
課
題
。

Ｑ　
市
独
自
の
条
例
等
で
事
前
協
議
の

義
務
化
や
上
乗
せ
規
制
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
旅
館
業
法
で
は
条
例
等
で
住
環
境

Ｑ　
大
町
市
の
最
高
位
の
計
画
が
来
年

に
発
表
さ
れ
る
。
10
年
間
の
計
画
だ
が
今

の
人
口
よ
り
５
千
人
が
減
少
す
る
。

　
大
型
ス
ー
パ
ー
も
２
万
人
を
切
る
よ
う

に
な
れ
ば
当
然
撤
退
や
閉
鎖
に
向
け
て
検

討
す
る
よ
う
に
な
る
。
上
下
水
道
料
金
も

維
持
経
費
を
２
万
５
千
人
で
負
担
し
て
い

た
も
の
を
２
万
人
で
負
担
す
る
よ
う
に
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
単
純
計
算
で
は
25
％
の

値
上
げ
に
な
る
が
そ
の
値
上
げ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

Ａ　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
「
大
町
市

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
収
支
予
測
で
、
近
い

将
来
料
金
収
入
だ
け
で
は
必
要
な
経
費
を

賄
え
な
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

今
後
提
出
さ
れ
る
「
大
町
市
水
道
事
業
等

経
営
審
議
会
」
の
答
申
内
容
に
よ
り
料
金

改
定
の
具
体
的
な
方
向
性
を
決
定
す
る
。

Ｑ　
今
後
10
年
で
虹
の
家
の
廃
止
や
大

Ｑ　
産
婦
人
科
の
現
状
は
。

Ａ　
分
娩
機
能
は
休
止
中
だ
。
松
本
圏

域
の
医
療
機
関
で
協
力
し
分
娩
機
能
を
維

持
す
る
中
で
、
現
在
は
産
前
産
後
ケ
ア
の

充
実
や
相
談
機
能
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
専
門
医
の
確
保
が
難
し
い
中
で
も
、

出
産
期
の
夫
婦
の
不
安
を
取
り
除
き
、
切

れ
目
な
い
子
育
て
支
援
を
す
る
た
め
、
市

の
担
当
課
と
の
連
携
や
工
夫
は
あ
る
か
。

Ａ　
小
規
模
自
治
体
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
、
あ
た
た
か
な
支
援
を

行
う
た
め
、
各
部
署
と
連
携
を
進

め
る
。ま
た「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
に
て
利
用
で
き
る
支
援
を
ま

と
め
、
子
育
て
世
代
に
案
内
し
て

い
る
。

Ｑ　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
自
宅

か
ら
出
産
や
子
育
て
の
手
続
き
は

で
き
な
い
か
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

Ｑ　
市
の
指
定
管
理
施
設
に
対
す
る
管

理
監
督
状
況
は
。

Ａ　
指
定
管
理
者
か
ら
の
月
例
業
務
報

告
書
及
び
四
半
期
ご
と
の
総
括
表
の
提
出

と
指
定
管
理
期
間
の
中
間
年
に
は
評
価
委

員
会
で
、
協
定
書
ど
お
り
事
業
が
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　
施
設
が
、
協
定
に
基
づ
い
て
運
営

さ
れ
て
い
る
か
の
検
証
は
十
分
か
。

Ａ　
施
設
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
住
民

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
お
り
、
中

間
評
価
の
際
に
生
か
し
て
い
る
。

に
関
す
る
一
定
の
規
制
を
行
う
こ
と
が
可

能
。
生
活
環
境
保
全
の
視
点
か
ら
、
事
前

協
議
や
届
出
、
苦
情
対
応
の
仕
組
み
を
参

考
に
条
例
制
定
を
研
究
・
検
討
す
る
。

Ｑ　
迷
惑
行
為
へ
の
是
正
指
導
、
事
業

者
へ
の
苦
情
連
絡
先
掲
示
の
義
務
付
け
や

苦
情
窓
口
の
整
備
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
住
環
境
の
規
制
・
条
例
と
併
せ
て
、

今
後
し
っ
か
り
研
究
・
検
討
を
進
め
る
。

Ｑ　
市
長
任
期
中
に
市
政
の
重
要
課
題

へ
位
置
付
け
、
次
期
へ
引
き
継
ぐ
考
え
は
。

Ａ　
観
光
振
興
と
良
好
な
住
環
境
維
持

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
政
策
課
題
と
す
る
。

先
送
り
す
る
こ
と
な
く
迅
速
に
対
応
す
る
。

町
病
院
の
縮
小
な
ど
が
あ
れ
ば
、
医
療
福

祉
に
従
事
し
て
い
る
１
千
７
百
人
の
生
活

に
大
き
な
影
響
が
出
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
虹
の
家
に
つ
い
て
は
、
民
間
社
会

福
祉
法
人
へ
の
運
営
移
管
に
向
け
て
事
業

者
の
公
募
に
入
る
状
況
だ
。
医
療
福
祉
人

材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
本
年
は
医

療
報
酬
の
改
定
に
加
え
介
護
や
障
害
分
野

の
報
酬
改
定
が
実
施
さ
れ
る
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
お

お
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
医
療
福
祉
従
事
者
が
誇

り
と
希
望
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
に
力
を

尽
く
す
。

Ａ　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
手
続
き
を

可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
図
る
。

Ｑ　
ひ
と
り
親
世
帯
や
就
学
援
助
世
帯

に
対
し
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
利
用
料
減
免

等
の
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
個
人
へ
の
減
免
は
難
し
い
が
、
別

の
支
援
制
度
の
活
用
を
研
究
す
る
。

Ｑ　
高
校
魅
力
化
に
は
、
小
中
学
校
の

先
生
と
高
校
の
先
生
の
教
育
観
の
す
り
合

わ
せ
と
、
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
※
４
魅
力
向
上
委
員
会
で
検
討
す
る
。

Ｑ　
※
５
ふ
る
さ
と
ミ
ラ
イ
カ
レ
ッ
ジ
事

業
を
教
育
の
魅
力
化
に
活
か
せ
な
い
か
。

Ａ　
大
学
や
地
域
団
体
、
学
校
と
の
連

携
を
進
め
、
共
同
研
究
、
人
材
育
成
、
関

係
人
口
づ
く
り
と
し
て
活
用
を
検
討
す
る
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や

田た

　
一か
ず

男お

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お

竹た
け

真ま

千ち

子こ

堀ほ
り

　
堅け
ん
一い
ち

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か
村む
ら

　
直な
お
人と

　　　　　
※４　魅力向上委員会：仮称「大町岳陽高校魅力向上委員会」。高校の魅力を高めることで、地域人材の育成を目的とする。
　　　　　　　　　　　現在は検討会段階で今後立ち上げが行われる
※５　ふるさとミライカレッジ：大学・学生と地域をつなぐ、総務省の地域課題解決事業

用語解説※

地
域
の
住
環
境
を
守
る
条
例
を
検
討
せ
よ

10
年
で
地
下
水
位
10
ｍ
低
下

10
年
後
の
人
口
は
２
万
人
を
切
る

子
育
て
環
境
の
充
実
を
市
の
魅
力
に
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議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
45
号  

令
和
８
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

議
案
第
45
号　
令
和
８
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議
案
の
概
要

議
案
の
概
要

保
育
園
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
。

明
日
香
荘
指
定
管
理
者
が
変
わ
っ
た
が
、
前
指
定
管
理
者
か
ら
の

引
継
ぎ
が
遅
れ
た
た
め
、
新
指
定
管
理
者
と
市
の
故
障
点
検
が
遅

れ
た
。
市
も
日
頃
か
ら
確
認
し
、
効
率
運
用
に
努
め
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
で

　
　
保
育
園
運
営
を
よ
り
効
率
的
に

明
日
香
荘
再
開
に
向
け
た
施
設
修
繕

point !

次
ペ
ー
ジ
は
、
追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
新
議
員
紹
介

本会議の
生中継

委
員
会
審
査

Ｑ　
保
育
園
の
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
備
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

は
。Ａ　

現
在
は
※
１
Ｌ
Ｇ
Ｗ

Ａ
Ｎ
回
線
を
利
用
し
て
お
り
、

保
護
者
や
民
間
事
業
者
と
の

通
信
は
不
向
き
で
あ
っ
た
。

今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

保
護
者
と
の
面
談
が
可
能
と

な
っ
た
り
、
保
育
支
援
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
保
護
者
へ

の
園
だ
よ
り
の
配
信
等
が
効

率
よ
く
行
え
る
よ
う
に
な
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
明
日
香
荘
の
施
設
修
繕
が
遅
れ
た
原

因
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ　
指
定
管
理
者
の
変
更
に
伴
う
施
設
、

設
備
の
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
修
繕

を
要
す
る
箇
所
が
判
明
し
た
。

Ｑ　
な
ぜ
、
早
期
の
発
見
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

Ａ　
前
指
定
管
理
者
が
３
月
８
日
ま
で
営

業
し
て
お
り
、
こ
の
営
業
終
了
後
の
引
継
ぎ

で
あ
っ
た
た
め
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
。

Ｑ　
大
町
市
と
し
て
、
準
備
不
足
が
あ
っ

た
の
か
。

Ａ　
前
指
定
管
理
者
の
営
業
終
了
後
に
設

備
の
故
障
箇
所
の
点
検
を
し
た
が
、
こ
の
開

始
時
期
が
遅
す
ぎ
た
。

常任委員会審査報告常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が

議
員
が
質質た

だ
た
だ

し
た
し
た
66
月月
定
例
会

定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

令和８年６月定例会
提出案件の審議結果
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

報告第４号 専決処分の報告について
専第５号　大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長
〇 〇 承認

議案第47号 市有財産の取得について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で同意・可決された案件
議案番号等 案件 結果

報告第２号 専決処分の報告について　専第３号　大町市税条例の一部を改正する条例 承認

報告第３号 専決処分の報告について　専第４号　大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認

報告第５号 専決処分の報告について　専第６号　令和７年度大町市一般会計補正予算（第11号） 承認

報告第６号 専決処分の報告について　専第７号　令和７年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第５号） 承認

報告第７号 専決処分の報告について　専第８号　令和７年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 承認

報告第８号 専決処分の報告について　専第９号　令和７年度大町市水道事業会計補正予算（第５号） 承認

報告第９号 専決処分の報告について　専第10号　令和７年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第５号） 承認

報告第10号 専決処分の報告について　専第11号　令和７年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第３号） 承認

報告第11号 専決処分の報告について　専第12号　令和７年度大町市病院事業会計補正予算（第３号） 承認

報告第12号 専決処分の報告について　専第18号　令和８年度大町市一般会計補正予算（第１号） 承認

議案第45号 令和８年度大町市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第46号 令和８年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第47号 市有財産の取得について 原案可決

議事第１号 大町市議会基本条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議事第２号 イランを巡る武力行使の即時停止と中東地域の平和的解決を求める意見書 原案可決

　　　　　
※１　LGWAN回線：全国の地方公共団体と相互に接続する
　　　　　　　　　　行政専用のネットワーク

用語解説※

議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

○開　　会  ８月25日（火） 午前10時〜
○一般質問  ９月２日（水） ～９月４日（金）
○最 終 日  ９月17日（木） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレ
ビで放送しています。
録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は
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次
ペ
ー
ジ
は
、
情
報
化
推
進
特
別
委
員
会
、
意
見
交
換
会
報
告
と
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

山本　みゆき

大和　幸久

髙橋　正

二條　孝夫

追跡
リポート

進行中

進行中

実施済

実施済

補欠選挙補欠選挙によるによる
　　　　新議員新議員がが 決まりました決まりました

６月28日に執行された市議会議員補欠選挙で降旗達也氏が当選されました。

質問

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

答弁

一般質問で「検討する」と答弁があったあの質問。
その後の進捗はどうなっているのか追跡調査します。

指導者が不在で自主練習のみ行っている部活
動や、コーチがいない部活動への対応は。

落札業者を決める談合や仕切り役の存在、
市職員の予定価格情報提供などの真相究明を。

令和２年ころから、居谷里水源の水質悪化が
進んでいる。委員会で２回現地調査をした。
水源地の荒れた状況を危惧している。

特質ある大町の水、他地域との差別化を図り
ブランド戦略も含め水の日制定を急げ。早期に指導者を配置して、安全で効果的な活

動ができるよう取り組んでいく。

LED工事業者に聞き取り調査したが非公表だ。
地裁の陳述は県警も承知しているはずだ。

近年野生動物が原因とみられる大腸菌が検出
された。柵設置など対策を講じる。

特定の日とせず一定の期間を設定、その中で
水関連のイベントを通して機運の醸成を図る。

指導者の確保には県の取組みである信州地域
クラブ活動指導者リストでのマッチングと市
独自では地元の企業や市役所職員等への依頼
を進めていく。

大町市官製談合防止等対策検討委員会から市
長あてに「再発防止に向けた入札制度等の新
たな取り組みについて」を提出。令和９年４月
には、入札契約審議会を設置し本格運用する。

フェンス工事、水源集水管修繕、覆土工事
等々、安全確認のための工事。
総額約９，７００万円で完成。

令和２年度産学官金連携の「みずのわプロ
ジェクト」を発足させ、毎年「みずのわ月間」を
設け水ブランド事業の実施や水環境保全の周
知に努めている。

大町の好きなところ … 壮大な「北アルプス」に始まり、世界品質の「水」が水道の蛇口から出る、
　　　　　　　　　   その恩恵を受けた「食」・・・とにかく良いところです。

好きな一文字  ………「選」　みんなに「選ばれる大町」を目指して行動をしている。
物事は必ず何かを「選び」進んでいく、選んで進んだ先がどうなって
いようと自分自身が選んだことに対して責任を持つという思いで、この
文字が好きです。

降
ふり

旗
はた

 達
たつ

也
や

 氏

あの質問はどうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

どうなったどうなった？？

　部活動の地域展開は進んでいるか

　官製談合事件・真相究明は

　水は命の元

　ブランド戦略の要 水の日制定を
指導者やコーチがいない指導者やコーチがいない
部活への対応は部活への対応は

30～40年前から30～40年前から
談合が慣例の真相究明を談合が慣例の真相究明を

居谷里水源の居谷里水源の
水質悪化について水質悪化について

大町の水大町の水
他地域との差別化を他地域との差別化を

なるべく早期に
指導者を配置する

捜査権のない
大町市には不可能

対策を講じる

信濃大町
ブランド戦略として検討

地元企業等、指導者確保を進める

令和９年度より本格運用

安全確認のための工事

「みずのわ月間」として実施
子どもたちがやりたい活動に、
自分らしく取り組めているか、
今後もチェックが必要だ。

学識経験者など第三者からなる
大町市入札制度検討委員会を設
置し見直しを進めるなど、小さな
一歩だが、評価する。

令和２年冬、野生動物侵入の
実態をつかんだ。
中牧議員と相談、市長に写真
を手渡した。事は動いた。

大町人のすべての生業が、
水の恩恵で成り立っている。
水に感謝。

令和8年３月定例会の一般質問

令和８年３月定例会の一般質問

令和５年９月定例会の一般質問

平成30年６月定例会の一般質問
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

災害等対策支援本部　タブレット端末活用

～市民の皆様へ～
アンケートご協力のお願い

　全国の地方自治体では、人口減少や高齢化の進行に伴い、将来的な財政運営は厳しさを増
しています。そのような中、議会の役割はさらに重要になるものと考えます。
　大町市議会では、現在、これらの問題を深刻に受け止め、今後の「議員定数と議員報酬」
等のあり方について検討しています。
　そこで、この度、市民の皆様から広くご意見をいただくため、「議員定数・議員報酬等」に
ついてのアンケートを行うことといたしました。
　ぜひ、多くの皆様より建設的なご意見をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

実施期間：令和８年７月１７日 ( 金 ) 〜８月１７日 ( 月 )
参加対象：大町市民
回答時間：１０分から１５分程度
回答方法：右の二次元コードをスマートフォン等で読み込んでいただき、
　　　　　アンケートフォームにてご回答ください。

　
６
月
１
日
、
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
議
員
定
数
等
に
関

す
る
市
民
と
議
会
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
議
会
モ
ニ

タ
ー
を
含
め
11
人
の
市
民
が
参
加
。

参
加
者
か
ら
は
「
議
員
の
仕
事
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
議
員
の
提

言
等
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か

知
り
た
い
」「
選
挙
公
約
と
違
う

行
動
を
と
る
議
員
も
」
な
ど
厳
し

い
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、「
11

年
前
の
選
挙
か
ら
２
名
減
ら
し
16

名
に
な
っ
た
が
、そ
の
影
響
は
？
」

と
の
質
問
に
、
議
員
か
ら
「
特
に

変
わ
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
。
一

方
「
成
り
手
不
足
解
消
の
た
め
に

減
ら
す
の
は
や
め
て
ほ
し
い
」「
減

ら
す
と
市
民
の
多
様
な
意
見
が
聞

け
な
く
な
る
」
と
の
意
見
も
。
ま

た
、
議
員
を
増
や
す
に
は
財
政
的

な
問
題
も
あ
る
と
の
意
見
も
出
ま

し
た
。

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、「
現

在
の
報
酬
で
満
足
し
て
い
ま
す

か
？
」
と
の
質
問
に
、
子
育
て
世

代
の
３
名
の
議
員
よ
り
「
報
酬
だ

け
で
は
厳
し
い
」
と
の
回
答
。
一

方
、
参
加
者
か
ら
「
な
ぜ
議
員
に

な
っ
た
か
が
大
事
」
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
皆
様
よ
り
頂
い
た
貴
重

な
お
声
を
も
と
に
、
さ
ら
に
議
会

で
議
論
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

～
市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
の
開
催
報
告
～

これからの大町市議会

大町市議会が進化！
　　 　　　　タブレット導入で、

より身近でスピーディーな 「開かれた議会」 へ
情報化推進特別委員会の解散のご報告

　タブレット端末の導入により、議員は「いつでも・どこでも」資料の閲覧が可能になりました。
今後は、市民の皆様へのご説明やご相談の際にも、画面を見せながらより分かりやすくお伝えす
るなど、様々な活用が期待できます。
　当委員会の役目は終了いたしましたが、今後はオンライン会議システムの活用や、新たに設置
された広聴広報委員会への引き継ぎを通じて、本端末のさらなる活用を進めてまいります。大町
市議会は、これからも市民の皆様のための「身近で開かれた議会」を目指して歩み続けます。

　市民の皆様、こんにちは。
大町市議会情報化推進特
別委員会の委員長を務め
ました、中村直人です。

　当委員会は、「開かれた議会」を目指し、議会
の情報化を進めるために令和５年６月に設置さ
れました。約３年にわたる調査・研究の成果と
して、大町市議会に「タブレット端末」と「ペー
パーレス会議システム」を本格導入いたしまし
た。令和８年６月定例会をもって無事にその目
的を達成したことから、当委員会は解散するこ
ととなりました。これを機に、議会がどう変わ
り、市民の皆様にどのようなメリットがあるの
か、私たちの活動の集大成をご報告いたします。

山積みの紙資料から、
タブレット1台へ！
　定例会などで議員に配付される議案や説明資
料は膨大な数にのぼり、まさに「紙の山」でした。
特に、決算や予算委員会となると、積み上げた
資料はバッグ1つに収まらないほどです。そこ
で、当委員会で先進地の視察や研修を重ね、タ
ブレット端末を導入しました。段階的な試行期
間を経て、ついに令和8年6月定例会をもって、
議案などの印刷物配付の「原則廃止」を達成しま

した。これにより、大幅な紙の削減（省資源化）
と、事務の効率化が実現しました。

もしもの災害時にも！
情報共有の要として活躍
　大町市議会が導入したタブレット端末は、
Wi-Fiがない場所でもインターネットにつなが
る通信機能（セルラーモデル）を備えています。
記憶に新しい令和８年４月18日の地震発生時

（当市で震度５弱および5強）には、この機能が
すぐに役立ちました。タブレットに導入してい
たチャットツール（LINE WORKS）を活用し、議
員と議会事務局職員の間で、瞬時に安否確認や
現場の迅速な情報共有を行うことができたので
す。デジタル化は、いざという時の「防災・危
機管理」にも直結する大きな成果となりました。

議員定数等に関する市民との意見交換会
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今
、
世
界
で
人
口
１
位
は

イ
ン
ド
で
14
億
人
。
今
後
ア

フ
リ
カ
で
人
口
爆
発
が
お

き
、
世
界
人
口
は
お
よ
そ

50
年
後
の
２
０
７
０
年
に
は

１
０
０
億
人
の
ピ
ー
ク
に
。

地
球
規
模
の
気
温
の
高
温
化

が
進
み
世
界
的
飢
餓
の
到
来

が
迫
る
。
真
の
安
全
保
障
は

農
業（
食
糧
）・
医
療
・
教
育

だ
と
す
る
識
者
の
指
摘
が
身

に
し
み
る
。

（
大
和 

幸
久
）

❶
毎週木曜日午前10時から
マシーントレーニングで、
いくつになっても、遊べる
体づくりを皆さんと一緒に
楽しくおこなっています。

❷
たくさんの趣味を持つこ
とです。その中でも養蜂
を20年おこなっています。
毎日、日本ミツバチの顔を
見るのが楽しみです。日本
ミツバチが減少する中、養
蜂仲間を増やしたい。

❶
地域の仲間との交流と認知
症予防を目的に、3年前に
立ち上げました。月に1回
集まり、お茶を飲みながら
話をしたり、カラオケを楽
しんだりしています。

❷
信州大学の先生を招いた
骨粗しょう症の講演や、講
師による運動教室、脳トレ
教室なども行っています。
しかし、何といっても一番
大切なのは、みんなで集ま
り、楽しい時間を過ごすこ
とです。

❶
毎週無理せず、自分に出
来る範囲で体操できること。
頭の体操もあり、歌も歌っ
たりして、皆で笑って一時
間半過ごせること。歯科衛
生士、栄養士さんの話が聞
けるのも魅力です。

❷
大変でも時間がかかっても、
自分で食事を作って食べ
ること。できるだけ違うも
のを作ったり、野菜を無駄
にしないように作ったりと、
いろんなことを考えるよう
にしている。あとは大勢の
人と話をすること。バス旅
行も、皆が誘ってくれたこ
とで行くことができた。

❶
市内の４ヶ所の「通いの場」
に呼ばれ、健康寿命を伸
ばす運動教室を行なって
います。足の悪いかたも
椅子に座ったままできる運
動や、自分自身でできるス
ポーツマッサージ等も教
えています。

❷
体の健康も大事ですが、心
の健康も大事です。歳を
とっても、興味のアンテナ
を伸ばして、自分の好きな
ことを見つけ、やりたいこ
とに挑戦していく気持ちが、
健康には大事だと思います。

　地域の皆さんが身近な場所に集まり、茶話会、体操、脳トレ、趣味活動
などを楽しむ場です。介護予防や認知症予防にもつながります。
　市内各地で活動が行われています。参加したい方、地域で始めてみたい
方は、ぜひ担当課へご相談ください。

福祉課高齢者・包括支援係　電話　22-0420　内線417

Vol.33Vol.33

広聴広報委員会広報分科会
【分 科 会 長】　小澤　悟
【副分科会長】　栗林陽一
【委　　　員】　一本木秀章　　太田昭司
　　　　　　　中村直人　　　大竹真千子
　　　　　　　大和幸久

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。

太
おお

田
た

 稔
みのる

さん

貯筋塾 宮田町有志の会 北原町複合体操教室 通いの場スポーツ指導員

縣
あがた
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だ
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さん 岡
おか

 秀
ひで

子
こ

さん

通いの場の
みなさん
❶活動内容・アピールポイント
❷健康の秘訣


